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船橋市教育委員会会議８月定例会会議録 

 

１．日  時  令和５年８月２８日（月） 

開 会  午後 ２時００分 

閉 会  午後 ３時０５分 

 

２．場  所  教育委員室 

 

３．出席委員  教  育  長 松 本    淳 

教育長職務代理者 鳥 海  正 明 

委     員 小 島  千 鶴 

委     員 朝 倉  暁 生 

委     員 蓮 池  政 貴 

 

４．出席職員  教育次長 村 田  真 二 

        管理部長 牟 田  重 実 

学校教育部長 日 高  祐一郎 

生涯学習部長 三 澤  史 子 

教育総務課長 田 島  正 則 

施設課長 髙    誠 司 

学務課長 野 木  英 表 

指導課長 茂 木  義 久 

保健体育課長 吉 田  浩 一 

総合教育センター所長 太 田  由 紀 

市立船橋高校事務長 鈴 木  靖 弘 

社会教育課長 藤 井  好 実 

文化課長 阿 部  健一郎 

青少年課長 池 田  直 樹 

生涯スポーツ課長 石 山  公 唯 

青少年センター所長 山 岸  秀 規 

西図書館長 柴 山  和香子 

郷土資料館長 金 子    俊 

中央公民館長            江 口  勝 美 

東部公民館長 金 子  恭 將 

５．議 題 

第１ 前回会議録の承認 
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第２ 議決事項 

   議案第３３号 令和５年第３回船橋市議会定例会の議案に対する意見聴取につい

て 

   議案第３４号 令和５年第３回船橋市議会定例会の議案に対する意見聴取につい

て 

第３ 報告事項 

（１） 船橋市中学校総合体育大会の結果について 

（２） 令和５年度全国高等学校総合体育大会結果報告について 

（３） スポーツ健康都市宣言４０周年記念事業第２弾「スポーツフェスタ」を開催し 

    ます！ 

（４） いじめの重大事態の認知に係る報告について 

（５） いじめの重大事態の認知に係る報告について 

（６） 令和５年第３回船橋市議会定例会へ提出予定の議案等に関する説明について 

（７） その他 

 

６．議事の内容 

【教育長】 

 ただいまから教育委員会会議８月定例会を開会いたします。 

 はじめに、会議録の承認につきましてお諮りいたします。 

 ７月２０日に開催いたしました教育委員会会議７月定例会の会議録をお手元にお配り

してございますが、よろしければ承認したいと思います。異議ございませんでしょうか。 

 

【各委員】 

 異議なし。 

 

【教育長】 

 異議なしと認めますので、当該会議録につきまして承認いたします。 

 それでは、議事に入りますが、本日の案件は、議案第３３号と議案第３４号の議案２

件、報告事項１から７の報告事項７件です。 

 議案第３３号、議案第３４号及び報告事項６につきましては、船橋市教育委員会会議

規則第１２条第１項第４号に、報告事項４と報告事項５につきましては、同規則第１２

条第１項第３号に該当いたしますので、非公開としたいと思います。 

 また、報告事項４と報告事項５につきましては、関係職以外の職員にはご退席願いま

すことから、同規則第７条に基づきまして、議事日程の順序を変更することとし、報告

事項７の後に繰り下げたいと思います。 

 ご異議ございませんでしょうか。 
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【各委員】 

 異議なし。 

 

【教育長】 

 異議なしと認めますので、そのようにいたします。 

 それでは議事に入ります。 

 はじめに、議案第３３号について、東部公民館、説明願います。 

 東部公民館長。 

 

【東部公民館長】 

 それでは、議案第３３号「令和５年第３回船橋市議会定例会の議案に対する意見聴取

について」説明させていただきます。 

 資料につきましては、別冊１の３ページから２４ページまででございます。 

 本議案につきましては、別冊１の５ページに記載のあります船橋市東部公民館等複合

施設大規模改修工事請負契約の締結に係る議案でございます。 

 本契約の金額が２億５，０００万円以上になることから、議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例第２条に基づき、契約締結に際し、議会の議決を

得る必要があるため、市長が令和５年第３回市議会定例会に本議案を提出するものでご

ざいます。 

 このたび市長が本議案を作成するに際に、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第２９条に基づき、市長から意見を求められましたので、資料３ページにございます異

議のない旨市長に申し入れることにつきまして、船橋市教育委員会組織規則第３条第３

号の規定により、本教育委員会会議においてお諮りするものでございます。 

 資料、次の５ページから１４ページまで。 

 この資料につきましては、市議会定例会に提出される議案書となってございます。 

 ５ページをご覧ください。 

 契約方法につきましては、総合評価型一般競争入札で行いまして、入札の結果、契約

金額は４億２，３００万円に消費税１０％を加算した額、４億６，５３０万円でござい

ます。 

 契約の相手方につきましては、木村建設工業株式会社でございます。 

 ６ページでございます。 

 ６ページの請負契約の締結についての参考資料についてでございますが、設計につき

ましては、株式会社ゼン設計が実施いたしました。 

 設計金額につきましては、本体工事に係る金額として算出した額でございまして、市

の予定価格も同額でございます。 
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 なお、この契約金額は、本体工事の契約のみでございまして、その他電気設備工事や

機械設備工事がございます。これらの工事は今後入札を予定しており、これら工事を合

わせますと、工事費の予算としての総額は、約８億２，７００万円でございます。 

 続いて、８ページでございます。 

 ８ページにございます工事の概要及び工事目的についてご説明いたします。 

 東部公民館等複合施設につきましては、ＪＲ津田沼駅や新京成新津田沼駅から近い位

置にある公民館と津田沼連絡所から成る複合施設であり、鉄筋コンクリート造、地下１

階地上４階の建物で、延床面積１，９０３．８１平米の建物でございます。 

 昭和５２年に建築した建物で４６年が経過し、老朽化が進んできたことから、このた

び船橋市公共建築物保全計画に基づき、改修工事を行うものでございます。 

 また、改修に当たり、地域との意見交換会を開催し、寄せられた意見や要望を踏まえ、

施設の有効利用を図るための改修も併せて行うものでございます。 

 それでは、改修内容につきましてご説明いたします。 

 資料１５ページをご覧いただきたいと思います。 

 資料の１５ページから２４ページまでの資料につきましては、本会議における改修内

容の参考資料として作成したものでございます。 

 １５ページには改修の内容、それから１７ページ以降につきましては、階層別の図面

を用意いたしまして、上段には改修前、下段には改修後の平面図を掲載してございます。 

 それでは、１５ページをご覧ください。 

 本契約に係る工事につきましては、建築工事と外構工事になり、①から⑩までについ

てでございますが、外壁改修や天井・壁・床の改修工事、建具の改修につきましては、

隣接する電車の走行音の防音効果を高めるために２重サッシを導入いたします。 

 トイレ改修につきましては、１階女子トイレのブースを１基増設するほか、内装の改

修を行います。 

 図書コーナーにつきましては、これまで公民館１階のロビーに図書の貸出し・返却の

みの窓口を設置しておりましたが、地域の皆さんから、蔵書を含む図書コーナーの充実

の要望が上げられていたことから、蔵書を備えた図書コーナーとして、現在の津田沼連

絡所のスペースの一部を活用して、設置することといたしました。 

 音楽室につきましては、これまで地域の方々からも音楽室の設置についての要望があ

りましたことから、防音効果を高めた音楽室を設置するものでございます。 

 それから、フリースペースやキッズゾーン、子どもの遊び場というところの設置につ

きましては、市の事業やサークル活動での来館者以外にも気軽に公民館を利用していた

だくためのスペースを用意するもので、生涯学習に係るイベントのチラシや情報誌等を

閲覧したり、また、乳幼児連れの方々の交流の場としてご利用いただけるよう設置する

ものでございます。 

 ３階和室でございますが、カーペット敷きの集会室に変更することにつきましては、
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これまで畳に直接座ることが困難である利用者が多いことから、現在３室ある和室のう

ち、お茶室として使用する和室を残し、２室を集会室と同様に、机と椅子を使用できる

カーペット敷きの部屋に改修するものでございます。 

 貸出部屋の増設については、以前東部公民館と併設されていた旧消防署の施設で、こ

れまで公民館としての貸出しの対象にしていなかった部屋等を利用することで、集会室

等の貸出部屋を増設するものでございます。 

 次に、このほか、本契約とは別に契約して改修する工事としては、電気設備工事と機

械設備工事を予定しており、各工事の改修内容につきましては、資料掲載のとおりでご

ざいます。 

 最後に、工事に伴う休館の期間につきましては、令和５年１０月から令和７年３月ま

での１年６か月間を予定しているところでございます。 

 以上でございます。 

 

【教育長】 

 ただいま説明がございましたが、何かご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、議案第３３号「令和５年第３回船橋市議会定例会の議案に対する意見聴取

について」を採決いたします。 

 ご異議ございませんでしょうか。 

 

【各委員】 

 異議なし。 

 

【教育長】 

 異議なしと認めます。 

 議案第３３号については、原案どおり可決いたしました。 

 続きまして、議案第３４号について、管理部より順に説明願います。 

 管理部長。 

 

【管理部長】 

 議案第３４号「令和５年第３回船橋市議会定例会の議案に対する意見聴取について」。 

 内容は、令和４年度一般会計の決算の認定に関するものでございます。 

 資料は、別冊１の４２、４３ぺージをご覧ください。 

 表の中段の一般会計の歳出、款５５教育費についてご説明いたします。 

 教育費の支出済額は４３ページの一番左の列になりますが、教育費合計で２５７億３

４４万９，３２２円となっております。また、こちらに資料はございませんが、令和３
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年度の決算額からは、約１１億２，０００万円の減となっております。 

 主な減額の要因といたしまして、この後各所属からの説明もございますが、校舎整備

に係る経費・費用が減少したことなどが考えられます。 

 次に、左から２番目の列、翌年度繰越額の欄をご覧ください。 

 令和４年度に予算を計上したもののうち、令和５年度に繰り越して事業を執行するた

めの額となりますが、教育費の翌年度繰越額は１３億２，３０７万９，４１６円でござ

います。 

 そして、左から３番目の列、不用額の欄をご覧ください。 

 教育費の不用額は、１９億３，２３９万３，２２４円です。 

 なお、一般会計全体の歳出は、同じく４３ページ、一番左の列、支出済額の欄の一番

下にあるとおり、２，４０４億６，９７０万１，８０９円でございます。 

 教育委員会全体の決算の概要ついては、説明は以上となります。 

 続きまして、各所属から説明をさせていただきます。 

 

【学務課長】 

 それでは、学務課から説明いたします。 

 主要な施策の成果に関する説明書から、私立幼稚園給食費補助金についてご説明いた

します。 

 引き続き、別冊１資料の１８２ページから１８３ページ、中段となりますのでご覧く

ださい。 

 私立幼稚園給食費補助金は、コロナ禍における物価高騰対策として、これまでどおり、

栄養バランスや量を保った給食が実施されること、また、保護者の負担軽減を図ること

を目的に、食材料費に係る物価高騰による影響額相当分を私立幼稚園に対し助成いたし

ました。決算額は１４９万６，０００円でございます。補助対象人数は、月平均で８６

５人、延べ給食提供回数は８万６，３１３回となっております。 

 学務課からは以上でございます。 

 

【指導課長】 

 続いて、指導課から説明いたします。 

 まずは、学校運営協議会運営費です。 

 １８２ページから１８３ページをご覧ください。 

 コミュニティ・スクールの導入に当たり、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地

域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくため、学校運営協議会を設置しまし

た。令和６年度の全校設置に向けて、令和４年度は、宮本中学校区を拠点とした宮本中

学校、宮本小学校、峰台小学校、市場小学校の４校をモデル校として、コミュニティ・

スクールをスタートしました。令和４年度決算額は１１万円となっており、これは、学
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校運営協議会委員の報酬になります。 

 今年度につきましては、小学校が宮本小学校、峰台小学校、市場小学校を含む２９校、

中学校が宮本中学校を含む１５校、合計４４校がコミュニティ・スクールとして動き出

しております。 

 続きまして、学校管理諸経費の３Ｄプリンター整備です 

 １９０ページから１９１ページをご覧ください。 

 令和４年度に市立全中学校２７校に各１台、技術科の授業で使用する３Ｄプリンター

を導入しました。令和４年度決算額は３２６万円となっており、これは、３Ｄプリンタ

ー導入のための備品購入費などになります。教育委員会では、本事業により、全中学校

技術科の学習環境を整備し、子どもたちの学習機会を保障するとともに、技術科におけ

る船橋市の高い教育水準の維持を図ってまいります。 

 説明は以上です。 

 

【保健体育課長】 

 保健体育課です。よろしくお願いいたします。 

 保健体育課から２つの事業について説明させていただきます。 

 まず、資料の１９０ページ上段、体育館設備費のうち、１９１ページ、体育館改修費

についてです。 

 事業の内容は、老朽化している体育館内のバスケートゴール改修に係る内容です。小

栗原小学校、習志野台第一小学校、法典小学校、葛飾小学校、八栄小学校のほうにつき

まして、昭和４９年度以前に体育館内のバスケットゴールが設置されており、老朽が著

しく、交換する部品もないため、修繕に当たり、応急的な対応しか取れない状況にある

ことから、令和４年度に改修に係る設計委託を行いました。決算額は３６９万８，００

０円です。これらは、今年度の国の交付金を活用して、改修工事を行います。 

 なお、同様に老朽化の進んでいる残り小学校１８校のうち５校については、令和５年

度において改修のための設計委託を行っております。それ以外の１３校につきましても

整備を順次、計画的に実施していく予定です。 

 続いて、２０４ページ、２０５ページの下段の上から、小学校給食費、中学校給食費、

２０６ページ、２０７ページに移りまして、特別支援学校給食費についてです。 

 これらは、給食調理業務の委託や給食食材料費の調達など、学校給食全体の運営に係

る内容です。 

 令和４年度は、２０５ページにありますように、小学校４７校、全中学校及び２０７

ページにありますように、特別支援学校金堀校舎において、調理業務委託により給食の

提供を行いました。令和５年４月からは、さらに小学校３校及び特別支援学校高根台校

舎において、調理業務委託を開始しております。残りの小学校５校については、現在直

営で運営しておりますが、令和６年度から、調理業務委託による給食提供となる見込み
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です。 

 続いて、食材料費について説明いたします。 

 令和４年度は、物価高騰による影響額相当分について公費負担をしたほか、令和５年

１月より、千葉県補助制度を活用して、第３子以降の無償化を実施し、保護者の負担軽

減を図りました。 

 決算額といたしまして、２０５ページにありますように、小学校給食費の食材費が１

８億５，１３０万１，０００円となり、そのうち物価高騰による影響額相当分の公費負

担額が３，００３万３，０００円となります。第３子以降の無償化対象人数は２，８９

２人でした。 

 中学校給食費の食材費は１０億１３９万１，０００円、そのうち物価高騰による影響

額相当分の公費負担額は１，８３３万８，０００円、第３子以降の無償化対象人数は８

４１人でした。 

 なお、資料中、令和３年度事故繰越分と記載がございますが、これは、令和４年３月

末の交付金を予定していたガス給湯器について、新型コロナウイルス感染症等の影響に

より、精算に支障が生じたため、納品が遅延したことによるものとなります。 

 特別支援学校給食費の食材料費は、２０７ページにありますように、３，５３１万４，

０００円、そのうち物価高騰による影響額相当分の公費負担額は６１万５，０００円、

第３子以降無償化対象人数は５名でした。 

 説明は以上です。 

 

【総合教育センター所長】 

 続いて、総合教育センターからは、４つの内容についてご説明いたします。 

 まず、１８４、１８５ページ、一番上の段、教育センター管理運営費のうち、２の適

応指導教室運営費についてです。 

 この事業は、不登校児童・生徒を対象に集団生活への適応、社会的自立に向けての支

援を目的として、児童・生徒が心身ともに安心して過ごせる心の居場所となるよう、サ

ポートルームひまわりを運営しており、１２２万４，０００円の決算額となります。 

 ひまわりでは、３，９８６人の児童・生徒に学習支援や生活支援を行いました。また、

年１３回の体験活動には、３２１人の児童・生徒が参加し、体験活動をきっかけに定期

的な通所へつながり、他者とコミュニケーションが取れるようになったりと、児童・生

徒の成長につながっております。さらに保護者を対象とした年３回の研修会には６５名、

保護者面談には２２名が参加し、不登校という共通の悩みを持つ他の保護者や職員との

情報交換ができるよい機会となっております。今後も児童・生徒や保護者に寄り添いな

がら、それぞれの多様な課題に対応してまいります。 

 次は、３段目のプラネタリウム投映費についてです。 

 令和４年度のプラネタリウム投映費は３，６０５万６，０００円の決算額となります。



－9－ 

観覧者数は２万２，１７５人で、前年度より５，２７９人の増加です。投映ごとの人数

の内訳は、資料のとおりです。この事業を通して、幼児・児童・生徒及び市民の天文に

対する興味・関心を高め、科学的素養を醸成する機会を提供することができました。 

 次は、資料１８６、１８７ページ、一番上の段、特別支援教育指導費のうち、１の特

別支援教育指導費についてです。 

 この事業では、臨床心理士、発達障害通級指導教室指導員の配置や難聴通級指導教室、

特別支援学級等を開設し、４，１２４万４，０００円の決算額となります。 

 なお、記載はありませんが、このうち国庫補助金を３８６万７，０００円活用してお

ります。令和４年度の開設校は、１８７ページの表のとおりでございます。 

 次に、２の支援員配置事業についてです。 

 この事業では、小学校５１校に８７人、中学校１４校に２４人、合計１１１人の支援

員を配置し、２億７，４６１万２，０００円の決算額となります。 

 支援員を配置したことにより、学校の状況や児童・生徒の様子に応じた支援ができ、

学校における支援体制の充実を図ることができました。 

 総合教育センターからは以上です。 

 

【市立船橋高校事務長】 

 市立船橋高校です。 

 資料は１９４ページと１９５ページになります。 

 上から２段目の学校運営費についてご説明いたします。 

 ＩＣＴを活用した効果的な事業を推進するため、教員用端末及び電子黒板を整備いた

しました。 

 教員用端末賃貸借費用として２８万５，０００円、教員用端末購入費用として２９３

万８，０００円、電子黒板購入費用として５，４８９万円となります。それぞれの整備

台数ですが、教員用端末のうち、賃貸借分が３０台、購入分が３６台の合計６６台、電

子黒板が４８台でございます。 

 ２番目の教員用端末購入分につきましては、国の公立学校情報機器整備費補助金を、

３番目の電子黒板購入につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金を活用し、整備いたしました。 

 なお、１番目の教員用端末賃貸借分の費用につきましては、国庫補助の対象とならな

い台数分について賃貸借契約をしたもので、資料に記載はございませんが、５年間の賃

貸借契約、総額２４４万２，０００円のうち、令和４年度９月から３月までの７か月分

の費用２８万５，０００円となります。 

 市立船橋高校からは以上となります。 

 

【社会教育課長】 
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 続きまして、社会教育課です。 

 資料は１９６、１９７ページになります。 

 上から２つ目の事業、事業名、生涯学習推進費、決算額２７万９，０００円です。 

 新規事業として、ふなっこ未来大学を東邦大学と連携して実施しました。学生による

企画運営委員会が内容を検討し、大学教授等が講師となり、実験やフィールドワークを

交えた講座を全４回開催しました。対象は、小学校６年生の児童で６５人の参加があり

ました。 

 次に、同じページの２つ下の枠にあります事業名、ふなばし市民大学校運営費、決算

額１，２１９万円です。 

 新規事業として、市民スマホコンシェルジュ養成講座を実施しました。令和４年度に

は、１６名の方が講座を終了し、市民スマホコンシェルジュとして登録されました。 

 社会教育課からは以上です。 

 

【文化課長】 

 文化課です。 

 資料は、同じく１９６、１９７ページです。 

 下から２段目の欄にありますふなばし音楽フェスティバル開催費１，１５２万円につ

いてご説明いたします。 

 ふなばし音楽フェスティバルは、学校の部活動や一般市民団体による音楽活動が活発

であるという本市の特性を生かし、市民主体の実行委員と市が協働して行う複数の事業

の総称です。 

 まちの様々なところで多彩なジャンルの音楽を演奏するふ「なばしミュージックスト

リート」は、令和２年度・３年度と、新型コロナの影響によりオンライン開催、そして

市内の小・中学校や音楽団体が船橋アリーナで一堂に会する「千人の音楽祭」につきま

しても、令和２年度・３年度は、ＪＣＯＭの特別番組という形で開催しておりましたが、

令和４年度につきましては、それぞれ３年ぶりとなる現地開催を行うことができ、市民

の皆様に改めて生の音楽のすばらしさを伝えることができました。 

 続いて、文化振興基金積立金についてです。 

 船橋市文化振興基金は、平成２８年３月に一般財団法人吉澤野球博物館より、土地、

建物、資料、残余財産の寄附を受け、約１億５，０００万円の原資を基に設置したもの

です。このたび令和５年１月に旧吉澤野球博物館の土地の売買契約を交わしたことによ

り、２億６，０３４万円の売払収入が生じました。この金額を令和４年度中に文化振興

基金に積み立て、充当するために歳出補正を行ったものです。これにより、文化振興基

金の積立金は、令和４年度末時点、合計で４億２，３２９万１，３８６円となり、これ

らは文化振興施策に活用してまいります。 

 文化課からは以上です。 
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【青少年課長】 

 青少年課からご説明いたします。 

 別冊１、２０２、２０３ページの青少年キャンプ場管理運営費のうち、ナラ枯れ枯損

木等の処理委託についてご説明いたします。 

 青少年キャンプ場は、青少年が自然やキャンプに親しむ場として利用されているとこ

ろですが、令和３年度に大規模なナラ枯れ被害を確認いたしました。そのため、令和４

年度予算として１，５００万円の予算を確保しておりましたが、ナラ枯れ被害の拡大に

よって、予算流用等を行いまして、１，８５３万５，０００円の支出となっております。

処理本数といたしましては、伐採が９８本、支障枝の除去としての枝落としが２本の、

計１００本となっております。 

 説明は以上になります。 

 

【教育長】 

 ただいま各課から説明がございましたが、何かご意見、ご質問等ございますでしょう

か。 

 よろしいですか。 

 鳥海委員。 

 

【鳥海委員】 

  どれもお金がかかるなというのは印象的にはあるんですけれども、人件費でちょっ

と、支援員の方だったりとか、あとカウンセラーの方だったりとか、そういう方たちも

含めて、どうしてもお金がかかるなというような印象は持っているんですが、教育セン

ターの中の適応指導教室の運営費が、そんな中で、これだけの実績があって、もう４，

０００人にもなろうかという、動向だったりとか、いろんなうまくいっていない方たち

への支援、実際に体験活動というか、研修会とかをこれだけやっていながら、１２０万

円というのは何か随分少ないなというふうに印象として思いました。 

 現場でやられている方たち、あるいはご父兄の方たち、保護者の方たちへの教室とか、

そういったものに対して、親御さん安心していただけると、恐らく解決にも近いと思い

ますし、そのときに、額がかかってしまうのは、こういう場合は本当にしようがないと

思うので、専門職の方たちを招いたりとか、研修会とかも充実したものをどんどん行っ

て、予算を組むのであれば、まず教育という点では、困っている方に手厚くというのは

大事なことだと思うので、何かもし現場から、こういう先生を招いて、こういうふうに

やりたいんだみたいなことあったら、ぜひ今後取れるような体制であればうれしいなと

いうふうにいうふうに思います。感想です。 
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【教育長】 

 総合教育センター所長。 

 

【総合教育センター所長】 

 ご助言ありがとうございました。 

 困り感のある保護者及び児童・生徒に寄り添いながら、対応していきたいと思います。

ありがとうございます。 

 

【教育長】 

 そのほかに、いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、議案第３４号「令和５年第３回船橋市議会定例会の議案に対する意見聴取

について」を採決いたします。 

 ご異議ございませんか。 

 

【各委員】 

 異議なし。 

 

【教育長】 

 異議なしと認めます。 

 議案第３４号については原案どおり可決いたしました。 

 続きまして、報告事項に入ります。 

 報告事項（１）について、保健体育課、報告願います。 

 保健体育課長。 

 

【保健体育課長】 

 本冊資料の１、報告事項１、中学校総合体育大会の結果についてです。 

 資料は５ページから１３ページとなります。 

 はじめに、５月２７日の体操競技を皮切りに、７月の８日間に予定通りに開催いたし

ました市総合体育大会についてのご報告です。 

 ここ数年、新型コロナウイルス感染症の影響で制限を設けて実施してまいりましたが、

今年度は通常どおりの開催となり、たくさんの応援の中、選手たちが活躍をし、大会を

終えることができました。久しぶりの通常開催であることと、毎日のように熱中症が心

配されている中の大会運営となりましたが、大会期間中の救急搬送は３件でした。陸上

競技会場で観戦していた保護者が貧血された件、サッカー会場でけがは１件、熱中症の

疑いで１件の緊急搬送がありましたが、３件ともその日のうちに帰宅することができ、
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大事に至っておりません。 

 市総体の成績につきましては、６ページに団体種目の結果、７ページ以降には、個人

種目を含めた詳細な結果が１１ページまで紹介してあります。 

 大会期間中、ご多用の中応援賜りまして、誠にありがとうございました。お礼を申し

上げます。 

 次に、７月２２日から、県内各会場で行われました県総体についてです。 

 成績につきましては、１２ページからの資料をご覧ください。 

 団体種目では、１３ページにございますとおり、サッカーで芝山中が第３位、バスケ

ットボールで海神中男子が同じく第３位となりましたが、残念ながら関東大会出場とは

なりませんでした。 

 個人種目では、陸上競技、水泳、卓球、バドミントン、柔道、硬式テニスで関東大会

の出場を決めた選手が多数出ております。 

 関東大会の結果につきましては、四国で開催されました全国大会の最終日が８月２６

日となり、まだ結果はまとまっておりませんので、改めてご報告いたします。 

 保健体育課からは以上となります。 

 

【教育長】 

 ただいま報告がございましたが、何かご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 よろしいですか。 

 続きまして、報告事項（２）について、市立船橋高等学校お願いします。 

 市立船橋高校事務長。 

 

【市立船橋高校事務長】 

 市立船橋高校の令和５年度全国高等学校総合体育大会の結果についてご報告いたしま

す。 

 資料は本冊の１５ページ、１６ページになります。 

 今年度の総合体育大会は、７月２２日から８月２１日まで北海道で開催されました。 

 主立った成績について報告させていただきます。 

 陸上競技部では、男子１１０メートルハードルで３年生の山中恭介さんが優勝、男子

４×１００メートルリレーで優勝、この種目では千葉県勢初の優勝となりました。 

 女子４００メートルで３年生の宮地利瑠香さんが優勝、女子４００メートルハードル

で３年生の志水芹菜さんが３位、女子４×１００メートルリレーと女子４×４００メー

トルリレーで２位となりました。 

 続きまして、サッカー部です。 

 サッカー部は、準々決勝へ進出しました。日大藤沢高校に惜しくも敗れてしまいまし

たが、ベスト８という成績を残しました。 
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 次のページに移っていただきまして、体操部です。 

 体操部につきましては、団体総合で２年連続８回目の優勝。個人総合では、２年生の

角皆友晴さんが優勝、種目別では、床で３年生の岡田榮心さんが３位、あん馬で角皆さ

んが優勝、岡田さんが３位、つり輪で３年生の金田晟斗さんが優勝、角皆さんが２位、

跳馬で岡田さんが２位、平行棒で角皆さんが優勝、金田さんが２位、鉄棒で角皆さんが

３位となりました。 

 なお、体操部は、８月１７日に開催された全日本ジュニア体操競技選手権大会におい

ても団体総合で優勝いたしました。 

 資料にはありませんが、水泳部につきまして、８月１８日に競技が行われ、３年生の

中村大聖さんが男子５０メートル自由形で４位、男子１００メートル背泳ぎで２３位と

なりました。 

 最後に、総体の報告ではございませんが、吹奏楽部についてです。８月１２日に行わ

れた千葉県吹奏楽コンクールの結果、９月２日に開催される東関東吹奏楽コンクールに

千葉県代表として出場することが決まりました。 

 市立船橋高校の報告は以上となります。 

 

【教育長】 

 ただいま報告がございましたが、ご意見、ご質問等がございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 続きまして、報告事項（３）つきましては、定例の報告事項であるため説明を省略し

たいと思いますが、何かご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 よろしいですか。 

 続きまして、報告事項（６）について、保健体育課、報告願います。 

 保健体育課長。 

 

【保健体育課長】 

 報告事項（６）令和５年第３回船橋市議会定例会へ提出予定の議案等に関する説明に

ついて、別冊３、３ページ、４ページをご覧ください。 

 坪井中学校の施設管理瑕疵による事故に伴う専決処分の件についてご説明させていた

だきます。 

 本件事故は、令和５年３月１７日、坪井中学校において、坪井中学校野球部が移動式

ネットを使用して、トスバッティングをしていた際に移動式ネットに空いていた穴をボ

ールが通過して校庭外の道路に飛び、通行中の相手方普通乗用車に接触し、損害を与え

た事故になります。 

 令和５年７月７日に相手方と円満に示談が成立したことから、地方自治法第１８条第

１項の規定に基づき、専決処分をすることといたしました。賠償額としましては、１７
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万３，０６３円で、損害賠償金の支払いなど事故の処理は完了しており、９月５日火曜

日開会予定の令和５年第３回定例会において、地方自治法第１８０条第２項の規定に基

づき、専決処分の報告をすることから、今回の教育委員会会議にご報告をさせていただ

くものでございます。 

 なお、今回の事故を受けて、全校長宛てに注意喚起文を通知するとともに、運動部活

動指導者研修会において、運動部活動中における事故の防止について管理を徹底するよ

う促す等、同様の事故の再発防止を図っているところでございます。 

 説明は以上となります。 

 

【教育長】 

ただいま報告がございましたが、何かご質問、ご意見、ございますでしょうか。 

 小島委員。 

 

【小島委員】 

 質問、２点です。 

 １点、専決処分のこの金額の内訳、どういうものかということと、具体的に今注意喚

起等をしていただいているんですが、具体的に誰がどういうスパンでどういうことだっ

たらどうしようねみたいな、そのあたりについて、どのような指導とか注意喚起とかさ

れているのか、教えてください。 

 

【教育長】 

 保健体育課長。 

 

【保健体育課長】 

 内訳といたしましては、車両の修理代として全額というふうに伺っております。 

 注意喚起につきましては、今年度に入りまして、全校長宛てに通知文のほうを出して

おります。その内容につきましては、部活動で使っている備品に不備がないかどうかを

点検すること、部活動で使っている備品の適切な使用方法、安全に配慮された活動場所

を確認し、各部活動顧問及び児童・生徒に周知することという形で通知しております。 

 以上となります。 

 

【教育長】 

 小島委員。 

 

【小島委員】 

 何か定期的に一斉点検とかって、なかなかこうものは難しいんだろうなと思うので、



－16－ 

実際に使っている生徒・児童が気づいたらすぐに申告して、それを使わないようにした

りとかというふうにしていかないと、なかなか難しいのかなと思ったんですけれども、

そのあたりも、何か指導内容に含まれているような、具体的な方策、マニュアルという

のは、何かきちっとしたものはあるんでしょうか。 

 

【教育長】 

 保健体育課長。 

 

【保健体育課長】 

 月に１回安全点検日というのがありまして、その中で確認することとはなっておりま

すが、漏れていたのかと思います。 

 

【教育長】 

 そのほかにございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、続きまして、報告事項（７）その他で何か報告したいことがある方はご報

告願います。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、続きまして、報告事項（４）と報告事項（５）の審議に入りますので、関

係職員以外の方は退席願います。 

 

（関係職員以外退席） 

 

【教育長】  

それでは、報告事項（４）について、指導課、報告願います。  

報告事項（４）「いじめの重大事態の認知報告について」は指導課長より  

報告があった。 

  

【教育長】 

 続きまして、報告事項（５）について、指導課、報告願います。 

 指導課長。 

 

【指導課長】 

報告事項（５）「いじめの重大事態の認知報告について」は指導課長より  

報告があった。 
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【教育長】 

本日予定をしておりました議案等の審議を終了いたします。 

 これで教育委員会会議８月定例会を閉会いたします。 

 どうもありがとうございました。 

 

午後３時０５分閉会 


